 2006年京都南部地区 東ブロック 共同宣教司牧の歩み 
1． ブロック内の「共同宣教司牧的」相互交流と相互補完について

1-A
ブロック司祭団（含む修道者）の分担：毎月の司祭団会議を通して担当司祭3名と協力司祭1名の計4名の司祭が情報を交換共有しており、ブロックの各種会議や行事における指導が一貫したものになっている。又、「説教台交換」によって各小教区信徒にもブロック意識が浸透しつつある。

1-B
司祭団と信徒との連携体制：今年からブロック会議の準備会議としての「ブロック担当者会議」に、司祭団からも最低1名が参加している。更に、新たに司祭団会議連絡係が1名任命されて、司祭団会議に信徒側からのオブザーバーとして出席している。これらによって、司祭団と小教区ブロック担当者や小教区役員との、相互の意見交換やコミュニケイションがより円滑になっている。
2． 「共同宣教司牧的」な地域教会共同体の動きについて

2-A
意志決定のプロセス：暫定ではあるが小教区評議会規約に則った活動がはじまり、特に部会制が機能し始めている中において、信徒からの声が反映しやすくなっている。但し部会によって活動に差があり、十分に機能していない面も見られる。


ブロックにおいてはブロック会議で決議し司祭団会議の承認を経て最終決定としている。

2-B
意見交換・意見集約方法：小教区ブロック担当者会議や青少年育成委員会、広報委員会、あるいは各種行事準備委員会などで意見交換を行いブロック会議で最終的に集約している。又、必要に応じて、臨時ブロック会議やブロック担当者会議を招集して意見交換を行いブロック事務局が集約することもある。

2-C
情報の共有：小教区間の連絡が密になるにつれて、チャンネルが増加し情報を共有しやすくなっている。今後はブロック合同部会の開催により、情報の共有性はより高まると考えられる。

2-D
小教区間の協力：ブロック意識の高揚と共に、各種行事等への参加を通して前向きな協力体制が出来てきているが、組織だった体制にはなっていない。
3． 「共同宣教司牧」を支える活動について

3-A
奉仕や福音宣教者としての意識：


一人一役の意識を通して教会活動に取り組む事により、宣教者や奉仕者としての意識を持って活動している信徒が多くいる反面、主体的に関われていない信徒も多い。

3-B
分かち合いと福音的識別：司教訪問を迎えるに当たって、各小教区で分かち合いが行われた。小教区間にばらつきはあったものの非常に活発に行った小教区もあった。ブロックでも定例ブロック会議中に2回あるいは臨時ブロック会議1回分かち合いを行った。

4． 「共同宣教司牧」の学びと祈りについて

4-A
共同宣教司牧と秘跡・典礼：


「説教台交換」を定期的に行っており、信徒の共同宣教司牧への意識涵養に貢献している。聖体奉仕者の勉強会や集会祭儀の学習会への参加も増加している。

4-B
信仰入門・養成講座：信仰入門・養成講座等については、各小教区単位で行われている。ブロックとしての交流が深まるにつれて、他小教区で行われている講座への参加者も増加しているところである。ブロックとしては「待降節黙想会」や「歌と祈りの集い」を行っている。

4-C
リーダー養成・信徒養成：2006年から事務局や会計担当などのブロックを統括する担当者を、1年任期で各小教区持ち回りにしたことによって、ブロック業務担当者の新陳代謝を促すこととなった。


ブロック合同委員会としての「青少年育成委員会」を立ち上げ活動を開始した。中高生を主な対象としてはいるが、リーダー養成も視野に入れており、11月に行った合同合宿には多くの小教区リーダーが参加しており、はからずも実践を通しての養成の場となった。
